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普通ポルトランドセメントの固化特性に悪影響を及ぼす化学種を含む廃棄物の処理などの観点で、利用可

能性がある特殊セメントを調査するとともに、選定した特殊セメントによる ALPS スラリー模擬粉体の固化

試験、およびホウ酸等化学種影響の評価を行った。試験概要及び得られた結果の一部を紹介する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する水処理二次廃棄物に関して、実処理に適用可能な処理技術

を抽出する手法の構築に資するため、各種固化処理技術について、廃棄物への適用性評価に必要なデータの

取得が求められている。本件では、セメント固化に関して、普通セメントに比べ、放射性廃棄物処理の観点

で優れる可能性がある特殊なセメントを文献調査によって選定するとともに、選定した特殊セメントを対象

に、ALPS スラリー模擬粉体の固化試験およびホウ酸等化学種影響の評価を行った。 

2. 研究概要 

文献調査では、普通セメントの固化特性に悪影響を及ぼす化学種の影響、混錬物の耐熱性等の観点で、国

内外を含めた特殊セメントの利用検討例を調査し整理した。文献調査によって選定した「高炉スラグ高置換

セメント（高炉スラグ 90%）」、および「フライアッシュ置換アルミナセメント（フライアッシュ 20%）」につ

いて、ALPS スラリー模擬粉体（炭酸塩スラリー、鉄共沈スラリー）の固化試験を実施した。また、固化体に

対する化学種影響の検討として、ホウ酸、炭酸ナトリウム、塩化ナトリウム、珪石微粉末の添加率を変化さ

せた固化試験を行い、圧縮強度等を評価した。 

3. 結果概要 

文献調査により選定した特殊セメントについて、一例

としてホウ酸の添加率が固化体の圧縮強度に及ぼす影

響を、図１に示す。図より、普通セメントは従来知見と

同様に、ホウ酸添加により強度が大きく低下する現象が

確認された。また、フライアッシュ置換アルミナセメン

トも同様に強度低下が生じた。一方、高炉スラグ高置換

セメントとアルカリ活性材料（AAM）では、ホウ酸の添

加が強度に及ぼす影響が小さかった。 
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図 1 ホウ酸の添加率が各種固化体の圧縮強度に 

及ぼす影響 
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